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自己紹介

能仁 信亮(のうにん しんりょう)
エンタープライズ ソリューション部

ソリューション アーキテクト

普段の業務

主に金融機関のお客様のクラウドへのマイグレーション支援

好きなAWSサービス

• Amazon S3、AWS Service Catalog
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AWS Black Belt Online Seminarとは

AWSJのTechメンバがAWSに関する様々な事を紹介するオンラインセミナーです

【火曜 12:00〜13:00】
主にAWSのソリューションや業界カットでの使いどころなどを紹介 (例：IoT、金融業界向け etc.)

【水曜 18:00〜19:00】
主にAWSサービスの紹介やアップデートの解説 (例：EC2、RDS、Lambda etc.)

※開催曜日と時間帯は変更となる場合がございます。最新の情報は下記をご確認下さい。
オンラインセミナーのスケジュール＆申し込みサイト https://aws.amazon.com/jp/about-aws/events/webinars/

https://aws.amazon.com/jp/about-aws/events/webinars/
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内容についての注意点

• 本資料では2018年7月18日時点のサービス内容および価格についてご説明しています。最新の情報は
AWS公式ウェブサイト(http://aws.amazon.com)にてご確認ください。

• 資料作成には十分注意しておりますが、資料内の価格とAWS公式ウェブサイト記載の価格に相違が
あった場合、AWS公式ウェブサイトの価格を優先とさせていただきます。

• 価格は税抜表記となっています。日本居住者のお客様が東京リージョンを使用する場合、別途消費
税をご請求させていただきます。

• AWS does not offer binding price quotes.  AWS pricing is publicly available and is subject to change in 
accordance with the AWS Customer Agreement available at http://aws.amazon.com/agreement/.  Any 
pricing information included in this document is provided only as an estimate of usage charges for AWS 
services based on certain information that you have provided.  Monthly charges will be based on your 
actual use of AWS services, and may vary from the estimates provided.
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インフラのプロビジョニングに関する典型的な課
題

①プロビジョニングの
自動化

=

Infrastructure as Code
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AWS CloudFormation

• テンプレートを元に、EC2やELBと
いったAWSリソースの環境構築を自動

• YAMLやJSONで、テンプレートを自由
に記述可能

• Microsoft Windows Server や SAP HANA 
などのクイックスタートリファレンス
を用意

設定管理 & クラウドのオーケストレーション サービス

スタック

EC2

Auto
Scaling

テンプレート（設定ファイル）

テンプレートに基づき
各リソースが自動起動

EC2

Cloud

Formation
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インフラのプロビジョニングに関する典型的な課題

①プロビジョニングの
自動化

=

Infrastructure as Code

②統制を取りつつ
各チーム/プロジェクトが
セルフサービスで

プロビジョニングできる
仕組み作り
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アジリティとガバナンスの両立

スピードが重要！必要な権限が欲しい
業務チームや開発チームは、ビジネス機会を逃さないように
可能な限り速く動きたい。そのためにはセルフサービスで環
境を準備できるようにしたい

社内ユーザ
（開発者）

コンプライアンス
/システム管理

担当

そんなに急がないで… ルールがあるから
組織全体としては、セキュリティやコンプライアンスを担
保してリスクを最小化する必要がある
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AWS Service Catalog

組織内サービスポータル提供サービス

アジリティ
セルフサービス
迅速な開発

管理の簡素化
可視性

コンプライアンス

AWS

Service Catalog

Deploy
Upload

ポートフォリオ

AWS

CloudFormation

template

システム
管理

社内ユーザ
（開発者）
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AWS Service Catalog を利用する利点

AWSのプロビジョニングに関するリスクを低減する (コスト、セキュリティ、ガバナンス)

セルフサービスチームポータル

標準的なAWS環境のデプロイをテンプレート化する

テンプレートのバージョン管理を行う

プロアクティブにガバナンスやコンプライアンスを遵守させる

API経由でITSMツールと連携する

分散したITサービスのライフサイクルを全体として最適化する

AWS Marketplace と連携する ( 製品のコピー )
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AWS Service Catalogの用語

制約製品

プロビジョニング
された製品ポートフォリオ
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製品

• CloudFormationテンプレートをパッケージ化したもの
• EC2やストレージ、データベースなどの1つ以上のAWSリ
ソースからなる

• バージョンが管理可能
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ポートフォリオ

• 製品の集合

• ポートフォリオの単位でユーザーに製品の使用を許可

• 製品の使用方法(次ページの制約を参照)の管理も可能
• ポートフォリオを他のAWSアカウントに共有することも
可能
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制約

• 製品のデプロイ方法を制御。ポートフォリオごとに各製品に制約を
追加

• テンプレート制約
製品を起動する際に、ユーザーが使用できるパラメータ(EC2インス
タンスタイプなど)を制限

• 起動制約
起動時にリソースをプロビジョニングするのに利用するロール。

起動制約を利用することで、ユーザーの権限を最小にたもったまま、
製品の起動が可能となる

• 通知制約
Amazon SNS トピックを使用してスタックのイベントに関する通知
を受けることが可能となる
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プロビジョニングされた製品

• AWS Service Catalogから起動された製品のインスタンス
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管理者とエンドユーザーのコンソールビュー

管理者用コンソール エンドユーザー用コンソール

ポートフォリオや製品などの登録・管理 製品の閲覧・検索・起動
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管理の流れ

ポートフォリオの作成と
製品の割り当て

1

ポートフォリオへの制約の追加、
ユーザーの追加

2

製品の
作成

テンプレー
トの作成

製品

バージョン

ポートフォリオポートフォリオ

• ユーザーとロール
• 制約
• タグ

AWS 

Service Catalog 

管理者

4

3
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製品の閲覧

4

3

2

1

ポートフォリオ

Service 

Catalog

エンドユーザー

製品の起動
(バージョンの選
択、パラメータの

設定) デプロイ

通知と
アウトプット通知とアウトプット

4 AWS

管理者

エンドユーザーの操作の流れ

起動制約で製品にIAMロールが
割り当てられていれば

エンドユーザーはデプロイに必要
な権限を割り当てられている

必要はない
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Service CatalogのIAM管理ポリシー

• 管理者用

• AWSServiceCatalogAdminFullAccess
管理コンソールビューへのフルアクセス権と、製品とポートフォリオの作成および管理
の権限を付与します。

• ServiceCatalogAdminReadOnlyAccess
管理者コンソールビューへのフルアクセス権を付与します。製品とポートフォリオを作
成または管理するためのアクセス権は付与しません。

• エンドユーザー用

• AWSServiceCatalogEndUserFullAccess
エンドユーザーコンソールビューへのフルアクセス権を付与します。製品を起動し、プ
ロビジョニング済み製品を管理するアクセス権を付与します。

• ServiceCatalogEndUserAccess
エンドユーザーコンソールビューへの読み取り専用アクセス権を付与します。製品を起
動し、プロビジョニング済み製品を管理するアクセス権は付与しません。
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設定の流れ

ポートフォリオ
の作成

製品の追加 制約の追加
ポートフォリオ
へのアクセス
権の追加
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設定の流れ: ポートフォリオの作成
ポートフォリオ
の作成

製品の追加 制約の追加
ポートフォリオ
へのアクセス権

の追加
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設定の流れ:製品の追加
ポートフォリオ
の作成

製品の追加 制約の追加
ポートフォリオ
へのアクセス権

の追加

この例では、新規に
CloudFormationテンプ
レートをアップロードし、製
品としてポートフォリオに

追加します
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設定の流れ:製品の追加
ポートフォリオ
の作成

製品の追加 制約の追加
ポートフォリオ
へのアクセス権

の追加

製品に関連する情報を入
力します。ここで入力した
内容は、エンドユーザー
がみる製品詳細ページに

表示されます
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設定の流れ:製品の追加
ポートフォリオ
の作成

製品の追加 制約の追加
ポートフォリオ
へのアクセス権

の追加

製品で利用する
CloudFormationテンプレー
トをアップロードします
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設定の流れ: テンプレート制約の追加
ポートフォリオ
の作成

製品の追加 制約の追加
ポートフォリオ
へのアクセス権

の追加

テンプレート制約を定義します。
この例では、選択可能なインス
タンスタイプを制限しています
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テンプレート制約の例

{

"Rules": {

"Rule1": {

"Assertions": [

{

"Assert": {

"Fn::Contains": [["t2.micro","t2.small"],{"Ref": "InstanceType"}]

},

"AssertDescription": “Instance type should be t2.micro or t2.small"

}

]

}

}

}

Fn::Constains関数を利用し
て、”InstanceType”パラメータ

は、”t2.micro“か”t2.small”でなければな
らないと制限をかけている
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テンプレート制約ビルダー

シンプルなルールであれば、JSONを
書かなくても、ルールビルダーを利用
して、簡単にルール設定が可能
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より複雑なテンプレート制約の例

"Rules" : {

"testInstanceType" : {

"RuleCondition" : {"Fn::Equals":[{"Ref":"Environment"}, "test"]},

"Assertions" : [

{

"Assert" :  { "Fn::Contains" : [ ["m1.small"], {"Ref" : 
"InstanceType"} ] },

"AssertDescription" : "For the test environment, the instance type must 
be m1.small"

}

]

}

}

RuleConditionを利用すると特定
の条件に合致する場合のみルー

ルを適用することが可能

テンプレート制約のルールの構文や利用可能なルール関数はドキュメントを参照ください
https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/servicecatalog/latest/adminguide/catalogs_constraints_template-constraints.html

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/servicecatalog/latest/adminguide/catalogs_constraints_template-constraints.html
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設定の流れ: 起動制約の追加
ポートフォリオ
の作成

製品の追加 制約の追加
ポートフォリオ
へのアクセス権

の追加

製品の起動時に、ここで指定した
IAMロールを利用して製品を起動
します。
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設定の流れ: ポートフォリオの作成
ポートフォリオ
の作成

製品の追加 制約の追加
ポートフォリオ
へのアクセス権

の追加

ポートフォリオにアクセスさせたい
グループ、ユーザー、ロールを追
加します
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ユーザーによるポータルへのアクセス: 製品リスト
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ユーザーによるポータルへのアクセス: 製品詳細

製品の作成時に入力した情報が
表示されます

製品の起動リンクをクリックして
この製品を起動します
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ユーザーによるポータルへのアクセス:製品の起動

テンプレート制約で制限をか
けたインスタンスタイプのみ
が選択肢として表示されます
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ユーザーによるポータルへのアクセス:製品の起動

起動されるAWSリソース
(EC2など)に、TagOptionで
指定したタグが付与される
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ユーザーによるポータルへのアクセス:
プロビジョニングされた製品のリスト
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ユーザーによるポータルへのアクセス:
プロビジョニングされた製品の詳細

テンプレートで定義された出
力が表示される
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TagOptionライブラリ
• ポートフォリオや製品に対してTagOptionを指定し、製品起動時に
設定したTagOptionが引き継がれる仕組み

• リソースのタグを統一的に付与するのに役立つ

開発環境用ポートフォリオ

TagOption

Env = Dev

CostCenter = 70

CostCenter = 71

CostCenter = 72

製品起動時

ポートフォリオに含まれる製品
を起動する際には設定した
TagOptionが引き継がれる。
ひとつのキーに複数の値が設
定されている場合は、起動時
に値を選択する
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アカウント間でのポートフォリオの共有

共用のサービス
管理アカウント

各部門アカウント 各部門アカウント 各部門アカウント

• アカウント間でポートフォ
リオの共有が可能

• テンプレート制約、起動制
約も継承される

• 共有されたポートフォリオ
からローカルのポートフォ
リオに製品をコピーするこ
とで、起動制約は上書き可
能
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AWS Service Catalogでコンソールの
ルックアンドフィールのカスタマイズ
コンソールのロゴや配色などがカスタマイズ可能となった
ポータルなどの社内システムからのアクセス時にシームレスなユーザー体
験を提供可能

https://aws.amazon.com/jp/about-aws/whats-new/2018/03/aws-service-catalog-launches-brand-your-console-to-
deliver-a-customizable-user-experience/

カスタマイズされたコンソール画面デフォルトのコンソール画面

https://aws.amazon.com/jp/about-aws/whats-new/2018/03/aws-service-catalog-launches-brand-your-console-to-deliver-a-customizable-user-experience/
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連携機能: Marketplace

MarketplaceからService 

Catalogの製品として、ワンク
リックで取り込み可能
エンドユーザーは、管理者に
より許可されたMarketplace

の製品をService Catalogか
ら起動できる

AWS Marketplace Service Catalogの製品管理画面
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Compute Storage Database Networking

Analytics MessagingArtificial 

Intelligence

MobileIoT VMWare Cloud 

on AWS

連携機能: ServiceNow

ServiceNow

ユーザーは
AWSのサービスを
ServiceNow経由で
閲覧し、リクエスト

Service Catalog カタ
ログ管理者は、利用
可能なAWSサービス

を管理する

運用管理者は
AWSサービスを監
視・運用する
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連携機能: ServiceNow 
エンドユーザーの処理の流れ

製品を閲覧する

3

2

1

ポートフォリオ

エンドユーザー

製品を選択し、
パラメータを設
定し、起動リクエ
ストを発行するデプロイ

アウトプット
4

-Service Request

Workflow

Service Catalogの
ポートフォリオと
マッピング

製品の起動

プロビジョニング
された製品

構成項目

AWS Service Catalog API

AWS Service Catalog
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料金

• ポートフォリオ毎に1ヶ月あたり 5 USD
• 1人以上のユーザーが割り当てられたポートフォリオが
課金対象

• 割り当てられた製品やユーザーの数、製品起動数によっ
て料金は変動しない

https://aws.amazon.com/jp/servicecatalog/pricing/

https://aws.amazon.com/jp/servicecatalog/pricing/
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Hub-Spoke パターン

マスター
アカウント

部門アカウント 部門アカウント 部門アカウント

インポートされた
ポートフォリオ

ローカル
ポートフォリオ

製品のインポート
• テンプレート制約はマス
ターのものが引き継がれ
る

• ローカルポートフォリオに
追加のテンプレート制約
を追加可能

• 製品のバージョンもマス
ターから引き継がれて同
期される

一方向の共有

マスターアカウントで製品を一元的に管理。各アカウントは、共有されたポートフォ
リオから、ローカルポートフォリオに製品をコピーして利用
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Consumers Creators Managers

Consumer – Creator – Managerパターン
役割ごとに権限を分割する
セルフサービスを促進するためにCreatorが、Service Catalogの管理などを行う

典型的には開発者
• Service Catalogのエン
ドユーザー権限

• ログや監視の参照権限

典型的にはリリース管理
者/自動化担当者
• Service Catalogの管理
者権限

• ログや監視のアラーム・
ダッシュボードの作成権
限

典型的にはAWS管理者
• AWSの管理者権限
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Agile Governanceパターン

Baseline Setup –VPC、サブネット、セキュリティグループ、踏み台などを作成

Linux Server

Windows Server

サーバーの起動をBaselineで作成された
VPCやサブネットに制限したい

製品に対するテンプレート制約を動的に追加するパターン
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Agile Governanceパターン

開発者 Baseline Setup 製品 Baseline setupにより
VPCが作成されたことを

CloudWatchイベントで検知

Linux Server 製品

Windows Server 製品

Baseline setupで
設定されたVPCでのみ
製品を起動できるように
テンプレート制約を

Lambdaで
動的に追加
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Agenda

• はじめに

• AWS Service Catalog の機能概要
• 用語と概念

• 設定方法

• 各種機能

• 料金

• AWS Service Catalogを利用したアーキテクチャパターン
• AWS Service Catalog の活用事例
• まとめ
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3M

• re:Invent 2017 で講演
• Using AWS to Achieve Both Autonomy and Governance 

at 3M (DEV332)
• https://www.youtube.com/watch?v=tSZZC1cf4h8
• https://www.slideshare.net/AmazonWebServices/dev3

32using-aws-to-achieve-both-autonomy-and-
governance-at-3m

• 開発者がセルフサービスで継続的デリバリの環
境を構築するために利用

https://www.youtube.com/watch?v=tSZZC1cf4h8
https://www.slideshare.net/AmazonWebServices/dev332using-aws-to-achieve-both-autonomy-and-governance-at-3m
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John Wiley & Sons

• re:Invent 2016 で講演
• Enabling DevOps for an Enterprise with AWS Service 

Catalog (DEV321)
• https://www.youtube.com/watch?v=J6XeDtCuERM
• https://www.slideshare.net/AmazonWebServices/aws-

reinvent-2016-enabling-devops-for-an-enterprise-with-
aws-service-catalog-the-john-wiley-sons-journey-with-
aws-professional-services-dev321

• AWS Service CatalogとAnsible、Jenkinsを組み合わ
せて、開発環境のプロビジョニングをセルフサー
ビス化し、本番環境のプロビジョニングのフロー
も自動化

https://www.slideshare.net/AmazonWebServices/dev332using-aws-to-achieve-both-autonomy-and-governance-at-3m
https://www.slideshare.net/AmazonWebServices/dev332using-aws-to-achieve-both-autonomy-and-governance-at-3m
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Fannie Mae

• re:Invent 2017 で講演
• Building end-to-end IT Lifecycle Mgmt & Workflows with 

AWS Service Catalog (MSC201)
• https://www.youtube.com/watch?v=rbGGGoUnp_Q
• https://www.slideshare.net/AmazonWebServices/buildin

g-endtoend-it-lifecycle-mgmt-workflows-with-aws-
service-catalog-msc201-reinvent-2017

• ServiceNowとAWS Service Catalogを組み合わせて、
オンプレミスとAWS双方を統合してITサービスマネ
ジメントを実現

https://www.youtube.com/watch?v=rbGGGoUnp_Q
https://www.slideshare.net/AmazonWebServices/building-endtoend-it-lifecycle-mgmt-workflows-with-aws-service-catalog-msc201-reinvent-2017
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まとめ

• AWS Service Catalogを利用することで、ガバナンスやセ
キュリティを担保しながら、開発者などがセルフサービ
スでAWS環境を迅速にプロビジョニングできるようにな
ります

• エンタープライズ組織で、統制をとりながらDevOpsを
推進するためのツールとして活用されています
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参考資料

• AWS Service Catalog 製品ページ
https://aws.amazon.com/jp/servicecatalog/

• ドキュメント
https://aws.amazon.com/jp/documentation/servicecatalog/

• Forum
https://forums.aws.amazon.com/forum.jspa?forumID=198

• Blog
https://aws.amazon.com/jp/blogs/mt/category/management-tools/aws-
service-catalog/

https://aws.amazon.com/jp/servicecatalog/
https://aws.amazon.com/jp/documentation/servicecatalog/
https://forums.aws.amazon.com/forum.jspa?forumID=198
https://aws.amazon.com/jp/blogs/mt/category/management-tools/aws-service-catalog/
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オンラインセミナー資料の配置場所

AWS クラウドサービス活用資料集
• https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/

Amazon Web Services ブログ
• 最新の情報、セミナー中のQ&A等が掲載されています。
• https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/

https://aws.amazon.com/jp/aws-jp-introduction/
https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/
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公式Twitter/Facebook
AWSの最新情報をお届けします

@awscloud_jp
検索

最新技術情報、イベント情報、お役立ち情報、
お得なキャンペーン情報などを日々更新しています！

もしくは
http://on.fb.me/1vR8yWm

http://on.fb.me/1vR8yWm
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AWSの導入、お問い合わせのご相談

AWSクラウド導入に関するご質問、お見積、資料請求をご希望のお客様は以下
のリンクよりお気軽にご相談下さい。

https://aws.amazon.com/jp/contact-us/aws-sales/

※「AWS 問い合わせ」で検索して下さい。

https://aws.amazon.com/jp/contact-us/aws-sales/
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AWS Well Architected 個別技術相談会お知らせ

• Well Architectedフレームワークに基づく数十個の質問項目を元に、お客様が
AWS上で構築するシステムに潜むリスクやその回避方法をお伝えする個別相
談会です。
https://pages.awscloud.com/well-architected-consulting-jp.html

• 参加無料

• 毎週火曜・木曜開催

https://pages.awscloud.com/well-architected-consulting-jp.html

